
地 域 の 方 々 と の 意 見 交 換

説 明 資 料

平成１９年３月１７日（土）

　　　　　　　　国土交通省　九州地方整備局　鶴田ダム管理所
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　川内川河川事務所



　　　　　地 域 の 方 々 と の 意 見 交 換
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日時：平成19年3月17日(土）13時～16時

　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　場所：宮之城文化センター　　

　

　　　　　　　　　　　　　　議　事　次　第

　1.　開　会

　2.　挨　拶

　3. 「地域の方々との意見交換」について　

　 (１）「鶴田ダムの洪水調節に関する検討会」について

　 (２）「地域の方々との意見交換」の主旨について

　 (３） 意見交換会で意見を頂く内容について

　4. 「鶴田ダムの洪水調節に関する検討会」で議論された内容について　　

　 (１） 川内川の治水対策について

　 (２） 鶴田ダムの洪水調節方法について　

　 (３） 第１回・第２回検討会の意見及び検討結果について

　5.  意見交換(質疑応答)　

6.　閉　会　



　 「地域の方々との意見交換」について



　平成１８年７月下旬、鹿児島県北部を中心とした記録的な豪雨に伴い、

川内川水系では甚大な浸水被害が発生しました。

　川内川のほぼ中央、河口から約５１キロに位置する鶴田ダムでは、洪水

調節を行いダム下流域の浸水被害を 小限にくい止めるよう努めましたが、

確保している洪水調節容量７，５００万ｍ３では不足する記録的な洪水とな

り、流入量とほぼ同量を放流する「計画規模を超える洪水時の操作」に移

行しました。

洪水直後から「浸水被害はダム操作が原因である」といった鶴田ダムに

対する批判がダム下流域の被災者の方々などから寄せられました。

国土交通省九州地方整備局としましては、地域の方々にダムの操作や洪

水調節容量には限界があることなどについて十分説明してこなかったこと

を反省し、鶴田ダムの洪水調節に関する操作方法及び情報提供のあり方に

ついて、様々な視点からご意見を頂き、検討することを目的として、ダム

下流住民代表、ダム下流自治体、学識者、報道関係者、河川管理者をメン

バーとした「鶴田ダムの洪水調節に関する検討会」を設立しました。

(1)「鶴田ダムの洪水調節に関する検討会」について



　　　　　　　　　検　　討　　会　　
　

　　 ①鶴田ダム洪水調節の検証

　 ②洪水調節方法の見直しの可能性
　 ③情報提供のあり方
　　　　　について意見の集約・反映　

河川管理者

関係機関調整
　　　　
　

　

ダム管理
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(2) 「地域の方々との意見交換」について



① 「洪水調節方法の見直し」について
　　※現行の洪水調節容量及びゲート放流能力における洪水調節方法の

　　　見直しが対象

② 「情報提供のあり方」について

(3) 意見交換で意見を頂く内容について
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「鶴田ダムの洪水調節に関する検討会」で議論された内容について

（１）川内川の治水対策について



湧水町湧水町

えびの市えびの市

全流域面積　　　：全流域面積　　　：1,6001,600㎞㎞22

全流路延長　　　：全流路延長　　　：137137㎞㎞
鶴田ダム集水面積：鶴田ダム集水面積：805805㎞㎞22

鶴田ダム位置　　：河口から約鶴田ダム位置　　：河口から約5151㎞㎞

川内川流域の特徴川内川流域の特徴

・流路延長は、・流路延長は、137137kmkmと九州でと九州で22番目に長い番目に長い

・年間降雨量は、・年間降雨量は、28002800mmmmに達する多雨地域に達する多雨地域

・過去の降雨原因は、梅雨性・過去の降雨原因は、梅雨性7070％、台風性％、台風性3030％％

・流域内の人口は、約・流域内の人口は、約2020万人万人

（１）川内川の治水対策について
　①流域の概要について



（１）川内川の治水対策について
　②川内川の治水対策の変遷について

川内川の治水対策は、河川改修とダムにより総合的に実施川内川の治水対策は、河川改修とダムにより総合的に実施
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河川整備方針の検討中河川整備方針の検討中

河川整備計画の検討中河川整備計画の検討中

■昭和■昭和 22年年 88月洪水（台風）月洪水（台風）

■昭和■昭和2929年年 88月洪水（台風）月洪水（台風）

■昭和■昭和3232年年 77月洪水（梅雨）月洪水（梅雨）

■昭和■昭和4747年年 66月洪水（梅雨）月洪水（梅雨）
■昭和■昭和4747年年 77月洪水（梅雨）月洪水（梅雨）

■平成■平成 55年年 88月洪水（梅雨）月洪水（梅雨）

■■平成平成1818年年 77月洪水（梅雨）月洪水（梅雨）
平成９年：河川法改定平成９年：河川法改定■平成■平成 99年年 99月洪水（台風）月洪水（台風）

■昭和■昭和4646年年 88月洪水（梅雨）月洪水（梅雨）
昭和昭和4141年年 鶴田ダム完成鶴田ダム完成

平成平成1818年年 激特事業着手激特事業着手

平成平成1919年年 ダム再開発事業着手ダム再開発事業着手

昭和昭和 66年年 直轄河川改修事業着手直轄河川改修事業着手

昭和昭和3434年年 治水計画改定治水計画改定

昭和昭和4848年年 治水計画改定治水計画改定



レーダー観測による累積雨量
（平成１８年７月１８日１８：００～７月２４日１３：００）

平成１８年７月１９日～２３日の雨量



２日雨量の比較（川内地点上流域）

0

100

200

300

400

500

600

700

10 12 14 16 18 20 22 24 26 28 30 32 34 36 38 40 42 44 46 48 50 52 54 56 58 60 62 1 3 5 7 9 11 13 15 17

昭和１０～６３年 平成元～１８年

２
日
雨
量

(mm)
455.3mm

656.8mm

(S54)
現計画降雨量：425mm／2日

(H18)

差：約200mm

※川内地点で年最大流量発生時の降雨量比較

平成18年洪水を引き起こした降雨量（2日雨量）はそれ
まで観測史上 大降雨量であった昭和54年の約1.4倍超



流域内水位観測所（15観測所）の内、
11観測所で観測史上 高水位を記録!!



【薩摩川内市】
床上浸水　９１戸
床下浸水　３９戸

薩摩川内市

さつま町

大口市

菱刈町

湧水町

えびの市

【さつま町】
床上浸水 ８５０戸
床下浸水 　８９戸

【大口市】
床上浸水 １６５戸
床下浸水　 ４３戸

【菱刈町】
床上浸水　６７戸
床下浸水　２６戸

【湧水町】
床上浸水　４４６戸
床下浸水　１２３戸

【えびの市】
床上浸水　２２９戸
床下浸水　１７９戸

川内川流域内浸水被害（被害戸数）

川内川上流域被害戸数計　１，２７８戸
川内川下流域被害戸数計　１，０６９戸

川内川流域被害戸数合計　２，３４７戸

※全半壊戸数は床上浸水戸数に含む



川内川激甚災害対策特別緊急事業

○工期

○事業費

○事業の概要

３５６億円（国：３３１億円、鹿児島県：１９億円、宮崎県：６億円）

平成１８年度～平成２２年度

○平成１８年度の実施内容

川内川全流域において地形測量を実施、測量完了後、構造物等
の設計に着手

概ね５年間の激特事業により、外水氾濫による家屋浸水被害を解消
　　　　●今回規模の洪水に対し、外水氾濫を防止
　　　　●約1,500戸の浸水被害を解消

（整備内容）
　　　　・河道等掘削による水位低下
　　　　・築堤（連続堤及び輪中堤）による氾濫対策
　　　　・家屋嵩上げによる安全度の向上



川内川激特事業の手法及び効果

■家屋嵩上げによる治水対策

■連続堤及び輪中堤による治水対策

■河道掘削等による治水対策
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永山狭窄部　掘削
（水位低下に効果的な箇所から掘削）

川間川　左岸築堤

西境川　築堤・水門

荒田地区　掘削

稲荷川　輪中堤
下殿地区他　築堤・輪中堤

曽木地区・羽月川　掘削

栗野地区　掘削

曽木の滝分水路
暫定開削

分水路

河道掘削

築堤、輪中堤、宅地嵩上げ

凡 　　　　例

【大口市】
掘削、築堤・輪中堤、曽木の滝分水路

【菱刈町】
掘削、築堤

【湧水町】
掘削

【えびの市】
築堤・輪中堤、水門

激特事業実施箇所と整備内容（川内川上流）



分水路
河道掘削
築堤、輪中堤、宅地嵩上げ

凡 　　　　例

 虎居地区　築堤・掘削

 虎居地区
　下流湾曲部ショートカット

山崎地区他
　築堤・輪中堤、宅地嵩上げ

南瀬地区他
　築堤・輪中堤、宅地嵩上げ

【さつま町】
掘削、築堤、下流湾曲部ショートカット、
輪中堤、家屋嵩上げ

【薩摩川内市】
築堤・輪中堤、宅地嵩上げ

激特事業実施箇所と整備内容（川内川下流）



鶴田ダム洪水調節機能の強化　　　　　　　　　　　　
　　平成１９年度より鶴田ダム再開発事業に着手予定

洪水調節容量の増量

放流設備の増設

　現在の発電容量と死水容量を洪水調節容量に振
り替え、夏場の洪水調節容量を現行の７，５００
万m3から９，８００万m3に１．３倍の増量。

　洪水調節容量の増量に伴い、現行の放流設備
では放流能力が不足するため、新たに低い位置
に放流設備を増設。

約４６０億円

平成１９年度～平成２７年度

５億円の事業費で放流設備の設計や諸調査等を実施予定

○事業の概要

○事業費

○工期

○平成１９年度の実施内容



治水＋発電
（予備放流）

堆砂容量

死水容量

洪水調節容量

発電容量
現放流施設

鶴田ダム

洪水時最高水位

（サーチャージ水位）

75,000千m3

放流設備の増設

堆砂容量

洪水調節容量

鶴田ダム

洪水時最高水位

（サーチャージ水位）

98,000千m3　※１

治水＋発電
（予備放流）

旧（現行） 新（再開発）

＜夏　場＞

川内川鶴田ダム再開発事業（洪水調節容量の増量）

＜予備放流　　
容量については
　検討中＞

※１：洪水期における最大の洪水調節容量



鶴田ダム再開発事業（放流設備の増設）

現放流設備
放流設備の増設

イメージ図

正面図

減勢工

洪水吐新設

放流設備の増設

減勢工新設

イメージ図



事業効果イメージ（対象洪水：平成１８年７月洪水）
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「鶴田ダムの洪水調節に関する検討会」で議論された内容について

（２）鶴田ダムの洪水調節方法について



　ダムに流れ込む洪水を一時的に貯えて、大量の水が一気に下流に流れないように調

節し、下流の河川の氾濫を軽減させます。

図　　ダムによる洪水調節イメージ図

洪水調節

放流量放流量＝＝流入量流入量 放流量放流量＞＞流入量流入量放流量放流量＜＜流入量流入量

③ ④

死水容量

発電容量

(2) 鶴田ダムの洪水調節方法について
　① 鶴田ダムは、こんなしくみで洪水を調節します。

ダム操作の５つの段階 ①

放流量放流量＞＞流入量流入量

予備放流

ダムからの放流量

②

ダムの貯水位

ダムが一時的に貯める洪水の量
（流入量－放流量）

洪
水
調
節

ダムへの流入量



鶴田ダムの放流には４つの段階があります。

① 予備放流期

大雨が予想されるときは、あら
かじめ放流し、水位を下げて洪
水調節に備えます。

(～約600m3/s) 放流量＞流入量

ダ
ム

堆砂容量

死水容量

洪水調節を行うための容量

コンジットゲート

発電放流管 発電容量

水位の下降

制限水位

予備放流水位

②　洪水初期

洪水調節開始までは、流れ込
む水の量と同じだけ放流し、
洪水を貯めることができるよう
備えます。

(135m3/s～ 600m3/s)

ダ
ム

堆砂容量

死水容量

洪水調節を行うための容量

水位の維持

コンジットゲート
発電放流管 発電容量

放流量＝流入量



③ 洪水調節時

洪水調節の時は流れ込む
水の一部を貯えて、下流
へはできるだけ少ない量
の水を流します。

(600m3/s～) 放流量＜流入量

ダ
ム

堆砂容量

死水容量

洪水調節を行うための容量

水位の上昇

コンジットゲート
発電放流管 発電容量

流入

放流

堆砂容量

④　洪水調節終了後

雨がやみ、流れ込む水の
量が減ったら、貯えた水
を徐々に放流し、次の洪
水に備えます。

放流量＞流入量
流入

ダ
ム

死水容量

洪水調節を行うための容量

水位の下降

コンジットゲート

発電放流管 発電容量

放流



雨の降り方で流入量や流入のしかたが変わります。

最大流入量が最大流入量が2,5002,500mm33/s/s以上の洪水以上の洪水

最大流入量が約最大流入量が約2,0002,000mm33/s/sの洪水の洪水

最大流入量が約最大流入量が約1,5001,500mm33/s/sの洪水の洪水

最大流入量が最大流入量が1,0001,000mm33/s/s以下の洪水以下の洪水

(2) 鶴田ダムの洪水調節方法について
　② 流入量について
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※着色部分の面積の大きさが流入量の大きさを表しています。
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大放流量９００m3/s規模の洪水

ダムへの流入量の大小に応じて、放流のしかたも変わります。
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(2) 鶴田ダムの洪水調節方法について

　③ 放流量について



大放流量１，１００m3/s規模の洪水
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大放流量１，４００m3/s規模の洪水
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　鶴田ダムの洪水調節によって放流量を抑えることで、1,100m3/s以上の規模に相当する
洪水の発生回数を減らすことができました。

流入量に対する放流量の低減効果
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図　　　既往洪水に対する段階毎流量の洪水発生回数（全95洪水）
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最大放流量
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(2) 鶴田ダムの洪水調節方法について

　④ 現行の操作規則について

600m3/s

ダム貯留量=1,000万m3

ダム貯留量=2,000万m3

ダム貯留量=3,500万m3
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5,000

900m3/s

1,100m3/s

1,400m3/s

2,400m3/s

放流量

流入量

計画 大流入量 4,600m3/s
計画 大放流量 2,400m3/s

[流量]（m3/s）

：一定率放流：一定率放流

：一定量放流：一定量放流

　鶴田ダムは、下流河川の状況を踏まえ、中小洪水に対しても効果的な洪水調節が可

能となるよう一定率一定量方式を採用しています。



平成18年７月洪水は、「計画規模を超える洪水時の操作」を行わざるを得ませんでした。

(2) 鶴田ダムの洪水調節方法について

　⑤ 平成18年7月洪水における洪水調節について
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ダムがほぼ満杯となったため、
ダムへの流入量と下流への放
流量を同じにする操作

7/20　22:16
洪水調節開始

今回の出水において、鶴田ダムで約7,５００万m3
（東京ドーム約６０個分）の洪水を貯留し、ダム下流
の河川に流れる水量を少なくして洪水被害を軽減

計画規模を超える洪水時操作へ移行
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平成18年7月洪水における鶴田ダムの洪水調節効果（宮之城地点３７ｋ７００）
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避難、救助活動

観測水位（実績）

鶴田ダムで洪水調節
を行わなかった場合
の水位（推定値）

＜川内川宮之城観測所（37k700m）＞〔鹿児島県さつま町〕

11:00　避難勧告

11:45　さつま町から県へ自衛隊派遣要請

＜　鶴田ダムで洪水調節を行わなかった場合と比較（宮之城地点で推定）　＞
　　　　　　・洪水調節により最高（ピーク）水位を約1.3m低下させた。

　　　　　　・洪水調節により最高（ピーク）水位に達する時間を約４時間遅らせた。
　　　　　　※なお、洪水調節により最大で約2.5m水位を低下させた。

（T.P.ｍ）

（水位）

標
高

▽

12:00　県がさつま町からの要請を受け自衛隊派遣要請

洪水調節により河川の水位を低下させていた時間帯に、住民の避
難と、役場・消防・警察及び自衛隊による救助・救出活動が行われ
ている。

最高（ピーク）水位に達する時間を約４時間
遅らせた

平常時の河川水位
川内川

［ 宮之城地点 ］

７／２３

断面図

７／２２屋地地区

虎居地区

左岸側
（屋地地区） 右岸側

（虎居地区）
最大で約２．５ｍの水位を低下

※断面図はイメージ図ですが、
家屋地盤高等の標高は現地と
ほぼ合わせています。

▽

▽

鶴田ダムで洪水調節を行わなかった場合の最高水位（推定値）

鶴田ダムで洪水調節をして実際に観測された最高水位

最高（ﾋﾟｰｸ）水位
を約１．３ｍ低下

約4時間



「鶴田ダムの洪水調節に関する検討会」で議論された内容について

（３）第１回・第２回検討会の意見及び検討結果について





　クレストゲート

コンジットゲート

発電放流管
計画堆砂量

図　　貯水池容量配分図

2) 予備放流(EL130.0m)

　 低水位EL130.0mまで水位を低下させる場合は、基準に基づき実施します。

予備放流(EL130.0m)まで下げるための基準(条件)

　・過去5日間の降雨量が260mmを超えている。
　・かつ当該時刻以前の3時間の降雨量が40mm　

に達し、さらに今後150～200mmの降雨が予 　
想される。

平成18年7月洪水では、基準(条件)に至らな
かったため、EL130.0mまでの予備放流は実施
しませんでした。

表　　平成18年7月洪水での状況

凡例）　○：該当する

　　　　 ×：該当しない

1) 予備放流(EL131.4m)

　洪水が予想される場合、必要な洪水調節容量を確保するため貯留水を事前に放流し、予備放流水位EL131.4mまで
　下げています。

判 　定 ○ ×

条 　件
過 去 ５日 間 雨 量 当 該 時 刻 以 前 ３ 時 間 雨 量 今 後 の 予 測 雨 量

260m m 以 上 40m m 以 上 150m m ～ 200m m
× ×

時 　刻
７／ ２ ０   17 :00

128 .6m m 2.4m m

 [気 象 台 20日 16 :25発 表 ] [気 象 協 会 20日 9:00発 表 ]

24時 間 薩 摩 地 方 180m m 51時 間 105 .7m m

(3) 第１回・第２回検討会の意見及び検討結果について

　② 洪水前の更なる貯水位の低下について



現行の放流設備の能力では、放流量が制限されるため予備放流水位をEL118mまで低下させて
も平成18年7月洪水では、計画規模を超える洪水時の操作を回避することができません。
　効果は次の通りです。　

3)  予備放流（～EL118.0m)
　 平成18年7月洪水に対して、予備放流水位を130m・125m・118mまで水位を低下させた場合につ

いて検討を行いました。

EL 160.0m 満水位

EL 131.4m 予備放流水位
EL 130.0m 低水位

EL 115.6m 計画堆砂位

発電容量

洪水調節容量

死水量
EL125.0m

EL120.0m
EL118.0m

計画堆砂量

[発電の機能]
　 貯水位がEL130.0m以下では発電を行

　うことはできません。

コンジットゲート

発電放流管

図　　　貯水池容量配分図

予備放流水位 最大放流
量

計画規模を超える

洪水時操作の有無

洪水調節開始水位をEL131.4mから
EL130.0mに下げた場合

約１０m3/s
低下

有り

洪水調節開始水位をEL131.4mから
EL125.0mに下げた場合

約３５m3/s
低下

有り

洪水調節開始水位をEL131.4mから
EL118.0mに下げた場合

約３５m3/s
低下

有り



　貯水位を下げると、水の圧力が減って、放流能力も低くなります。そのため洪水調節を行うための
　能力が不足します。

放流能力の低下

放流能力の

低下

EL131.4ｍ

○ 貯水位が予備放流水位（EL.131.4m）の場合

○コンジットゲート
大放流量 840m3/s

○ 貯水位がEL.125.0mの場合

○コンジットゲート
　 大放流量 478m3/s ○コンジットゲート

　 大放流量 0m3/s

○ 貯水位がコンジットゲート敷高（EL.118.0m）
の場合

EL118.0ｍ

コンジットゲート

の放流量(m3/s)
備　　　考

EL131.4m 840 予備放流水位
EL130.0m 782
EL125.0m 478
EL120.0m 73
EL118.0m 0 コンジットゲート敷高

表　　コンジットゲートの放流能力

EL125.0ｍ



　洪水調節開始流量を現在の600 m3/sから900 m3/s及び1,100 m3/sとした場合について検討を行いました。

：一定率放流：一定率放流

：一定量放流：一定量放流

現在の洪水調節開始流量　600m3/sの場合

600m3/s

Ｖ1=1,000万m3

Ｖ2=2,000万m3
Ｖ3=3,500万m3

4,600m3/s

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

900m3/s
1,100m3/s

1,400m3/s

2,400m3/s

放流量放流量

流入量

[流量]
（m3/s）

(3) 第１回・第２回検討会の意見及び検討結果について

　③ 洪水調節開始流量について　

洪水調節開始流量を900m3/sとした場合 洪水調節開始流量を1,100m3/sとした場合

Ｖ1=1,000万m3

Ｖ2=2,000万m3
Ｖ3=3,500万m3

4,600m3/s

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

900m3/s
1,100m3/s

1,400m3/s

2,400m3/s

放流量放流量

流入量

[流量]
（m3/s）

Ｖ2=2,000万m3
Ｖ3=3,500万m3

4,600m3/s

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

1,100m3/s
1,400m3/s

2,400m3/s

放流量放流量

流入量

[流量]
（m3/s）

＜シミュレーション１＞ ＜シミュレーション２＞



シミュレーション１：洪水開始流量を600m3/sから900m3/sに引き上げた場合

洪水調節

洪水調節を流入量600m3/sから開始する場合

流入量

放流量

EL 131.4ｍ

洪水調節

洪水調節を流入量900m3/sから開始する場合

流入量

放流量

EL 131.4ｍ

600ｍ3/ｓ開始

900ｍ3/ｓ開始

EL131.4mの 大放流量（可能量）975m3/s

EL131.4ｍ
○コンジットゲート

大放流量　840m3/s

コンジットゲートの放流のみで洪水調節を開始できます。

○発電放流管
　 大放流量135m3/s

EL131.4mの 大放流量（可能量）975m3/s

EL131.4ｍ
○コンジットゲート

大放流量 840m3/s

コンジットゲートの放流のみでは洪水調節を開始できません
発電放流を加味すれば、 900m3/s洪水調節が可能です。

○発電放流管
　 大放流量135m3/s

時間

時間

水位

水位

流
量

流
量

1) 放流設備の能力が不十分です。
　洪水調節開始流量を900m3/sとした場合、コンジットゲートだけでは放流能力が不足します。
　なお、発電放流を加味した場合、 900m3/sが放流可能となります。
　ただし、発電放流管は、洪水調節用の施設ではありません。



【洪水調節開始流量600m3/sの場合】

【洪水調節開始流量900m3/s以上の場合】

①　洪水調節容量
　洪水初期に一部放流することになるた
め、洪水調節量を約100万m3更に確保し
ておくことができます。

② 最大放流量
　　約10m3/s低下

600m3/s

Ｖ1=1,000万m3

Ｖ2=2,000万m3
Ｖ3=3,500万m3

4,600m3/s

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

900m3/s
1,100m3/s

1,400m3/s

2,400m3/s

放流量放流量

流入量

[流量]
（m3/s）

600m3/s

Ｖ1=1,000万m3

Ｖ2=2,000万m3
Ｖ3=3,500万m3

4,600m3/s

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

900m3/s
1,100m3/s

1,400m3/s

2,400m3/s

放流量放流量

流入量

[流量]
（m3/s）

2) 洪水調節効果に若干の余裕が生まれます。
　 洪水調節開始流量を600m3/sから900m3/sに引き上げた場合、平成18年7月洪水に対して次の
効果が得られます。

900m3/s

600m3/s

1,100m3/s

更に確保される約100万m3の容量

　

放流量

流入量

洪水調節開始流量



【洪水調節開始流量600m3/sの場合】

【洪水調節開始流量900m3/sの場合】

900m3/s

浸水箇所

600m3/s

Ｖ1=1,000万m3

Ｖ2=2,000万m3
Ｖ3=3,500万m3

4,600m3/s

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

900m3/s
1,100m3/s

1,400m3/s

2,400m3/s

放流量放流量

流入量

[流量]
（m3/s）

600m3/s

Ｖ1=1,000万m3

Ｖ2=2,000万m3
Ｖ3=3,500万m3

4,600m3/s

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

900m3/s
1,100m3/s

1,400m3/s

2,400m3/s

放流量

流入量

[流量]
（m3/s）

600m3/s

浸水無し

3) ダム下流では、浸水被害の危険性が高まります。
　洪水調節開始流量を600m3/sから900m3/sに引き上げた場合、下流部で田畑の冠水が発生す
る可能性が多くなります。

下流部で田畑の冠水が発生する
可能性が多くなります。



4) これまで洪水調節していた洪水がそのまま下流に。
　 洪水調節開始流量を600m3/sから900m3/sに引き上げた場合、比較的規模の小さな洪水を調節
なしで下流に流すことになり、被害発生の回数・危険性が増加すると思われます。

　 過去の発生洪水で検証すると、600m3/s～900m3/s規
模の33回の洪水が洪水調節を行わず、そのまま下流

に流下することになります。

時　間

流

量

900m3/s

600m3/s

流入量

放流量

時　間

流

量

900m3/s

600m3/s
流入量＝放流量

洪水調節開始流量を600m3/sとする場合

洪水調節開始流量を900m3/sとする場合

図　過去41年間に発生した洪水の規模（最大流入量）

33回
19回 17回 24回

2回
0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

100

600～900m3/s 900～1,100 1,100～1,400 1,400～2,400 2,400～

（回）



シミュレーション２：洪水開始流量を600m3/sから1,100m3/sとした場合

1) 放流設備の放流能力が不足します。　

　洪水調節開始を流入量1,100m3/sとする場合、発電放流管を加味しても現在の施設では

放流能力がありません。

洪水調節

流入量

放流量

EL 131.4ｍ
水　位

時　間

流

量

EL 131.4mの 大放流量（可能量）975m3/s

EL131.4ｍ

○コンジットゲート
大放流量　840m3/s

○発電放流管
　 大放流量　135m3/s

840m3/s ＋ 135m3/s ＝ 975m3/s  ＜ 1,100m3/s



：一定率放流：一定率放流

：一定量放流：一定量放流

　鶴田ダムは、下流河川の状況を踏まえ、中小洪水に対しても効果的な洪水調節が可

能となるよう一定率一定量方式を採用しています。

図　　一定率一定量方式

600m3/s

Ｖ1=1,000万m3

Ｖ2=2,000万m3

Ｖ3=3,500万m3

4,600m3/s

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

900m3/s

1,100m3/s

1,400m3/s

2,400m3/s

放流量放流量

流入量

計画 大流入量 4,600m3/s
計画 大放流量 2,400m3/s

[流量]（m3/s）

(3) 第１回・第２回検討会の意見及び検討結果について

　④ ダムの段階放流量と浸水被害の関係について　



　 ダム下流地点の流量は、ダムからの放流量が同じ場合でも雨の降り方によって、異なり

ます。

上流型の洪水と下流型の洪水について

下流型の洪水の場合

③ 1,200m3/s

① ダム放流量　600600mm33/s/s③

①　ダム放流量を仮に600とします。

②　支川からの流量(600)

③　下流地点流量

　　(600＋600＝1200)

②

② 支川等からの流量　600m3/s

下流型の洪水とは、ダム上流部に比べてダム下流部で多くの雨が降っている洪水を言います。

①

上流型の洪水の場合

① ダム放流量　600600mm33/s/s

②② 支川等からの流量支川等からの流量100100mm33/s/s③ 700700mm33/s/s

③

①　ダム放流量を仮に600とします。

②　支川からの流量(100)

③　下流地点流量

　　(600＋100＝700)

上流型の洪水とは、ダム下流部に比べてダム上流部で多くの雨が降っている洪水を言います。

①

②



表　　ダム放流量と下流の状況の関係

　　洪水調節の段階的(600m3/s ～1,400m3/s)放流量は、これまで次のような被害状況を
考慮して運用してきています。

[凡例]  －:被害発生なし

　　　　×：被害発生あり

田畑の被害 家屋の被害 
ダム放流量 下 流 の 状 況 

上流型 下流型 上流型 下流型 

～600 m3/s 田畑や家屋に被害が生じない流量です。 ― ― ― ― 

600 m3/s ～ 900 m3/s 
下流型の洪水で田畑の冠水が発生します。 

上流型の洪水では、田畑の冠水は生じません。 
― × ― ― 

900 m3/s ～ 1,100 m3/s 上流型及び下流型の洪水で田畑の冠水が発生します。 × × ― ― 

1,100 m3/s ～ 1,400 m3/s 
上流型及び下流型の洪水で田畑の冠水が発生します。 

上流型及び下流型の洪水で家屋の浸水が発生します。 
× × × × 

1,400 m3/s～ 上流型及び下流型の洪水で田畑の冠水が発生します。 

上流型及び下流型の洪水で家屋の浸水が増大します。 
× × × × 

　ダム放流量によって浸水被害の場所や規模が異なります。



① ダム放流量 ～600m3/s

 

薩摩灘

川内川

鶴
田
ダ
ム 

●湯田観測所 宮之城観測所

● 

新
湯
田
橋

柏原橋

宮
都
大
橋

● 
斧
渕
観
測
所

● 

倉野橋観測所 

浸水想定図(ダム放流～600m3/s の場合) 

600m3/s 

● 

川
内
観
測
所 

田畑冠水 : － : －

家屋浸水 : － : －

下流型洪水 上流型洪水

浸 水 想 定 ヶ 所

　ダム放流量600m3/sまでは、田畑や家屋に被害が生じない流量です。



② ダム放流量 600m3/s～ 900m3/s
 

 

薩摩灘 

川内川

鶴
田
ダ
ム 

●湯田観測所 宮之城観測所

● 

新
湯
田
橋

柏原橋

宮
都
大
橋

● 
斧
渕
観
測
所

● 

倉野橋観測所 

600m3/s～ 

900m3/s 

● 

川
内
観
測
所 

田畑冠水 : 12ヶ所 : －

家屋浸水 : － : －

下流型洪水 上流型洪水

浸 水 想 定 ヶ 所

下流型の洪水で田畑の冠水が発生します 
上流型の洪水では、田畑の冠水は生じません 

浸水想定図(ダム放流 600m3/s～900m3/s の場合) 

ダム放流量600m3/s～900m3/s の範囲では、下流型の洪水で田畑の冠水が発生します。
上流型の洪水では、田畑の冠水は生じません。 　



③ ダム放流量 900m3/s～ 1,100m3/s
 

 

薩摩灘 

川内川

鶴
田
ダ
ム 

●湯田観測所 宮之城観測所

● 

新
湯
田
橋

柏原橋

宮
都
大
橋

● 
斧
渕
観
測
所

● 

倉野橋観測所 

900m3/s～ 

1,100m3/s 

● 

川
内
観
測
所 

田畑冠水 : 15ヶ所 :  4ヶ所

家屋浸水 : － : －

下流型洪水 上流型洪水

浸 水 想 定 ヶ 所

上流型及び下流型の洪水で田畑の冠水が発生します 
浸水想定図(ダム放流 900m3/s～1,100m3/s の場合) 

鶴
田
ダ
ム

ダム放流量900 m3/s ～ 1,100 m3/sの範囲では、上流型及び下流型の洪水で田畑の冠

水が発生します。 　



④ ダム放流量 1,100m3/s～ 1,400m3/s
 

図-4.4.1 川内川下流域 浸水被害状況図       出典：さつま町住民説明配布資料より

 

薩摩灘 

川内川

鶴
田
ダ
ム 

●湯田観測所 宮之城観測所

● 

新
湯
田
橋

柏原橋

宮
都
大
橋

● 
斧
渕
観
測
所

● 

倉野橋観測所 

1,100m3/s～ 

1,400m3/s 

● 

川
内
観
測
所 

田畑冠水 : 17ヶ所 : 16ヶ所

家屋浸水 :  2ヶ所 :  1ヶ所

浸 水 想 定 ヶ 所

下流型洪水 上流型洪水

浸水想定図(ダム放流 1,100m3/s～1,400m3/s の場合) 

上流型及び下流型の洪水で田畑の冠水が発生します 
上流型及び下流型の洪水で家屋の浸水が発生します 
ダム放流量1,100 m3/s ～ 1,400 m3/sの範囲では、上流型及び下流型の洪水

で田畑の冠水が発生します。また、上流型及び下流型の洪水で家屋の浸水が
発生します。



(3) 第１回・第２回検討会の意見及び検討結果について

　⑤ 「情報提供のあり方」について　

　1) 出水時における情報提供の現状
　　出水時には、川内川河川事務所から水防警報・洪水予報を行います。

１．水防警報の通知（通知系統図）

２．洪水予報の通知（通知系統図）

地

域

住

民

ホットライン

ＦＡＸ又はメール
（平成１９年度から実施）

ＦＡＸ（現在）

ＦＡＸ（現在）

陸上自衛隊

県土木部河川課

各土木事務所

各消防本部・局

県土木部河川課

各土木事務所

各消防本部・局

川内川河川事務所

ＦＡＸ又はメール
（平成１９年度から実施）

九電・ＮＴＴ

各市町村

各警察署

川内川河川事務所

鹿児島地方気象台

陸上自衛隊

県危機管理防災課

県警本部

報道機関

※共同発表

避
難
勧
告
等

水防団各市町村

各警察署

県危機管理防災課

気象注意報・警報、土砂災害警戒情報



ダムからの放流通知（通知系統図）

地

域

住

民

さつま町（本庁・鶴田総合支所）

電源開発（株）・九州電力（株）

河川情報センター（ダム情報）

川内警察署・さつま警察署

鶴田ダム管理所 避
難
勧
告
等

薩摩川内市(本庁・東郷支所・樋脇支所)

さつま町消防本部

県川内土木事務所

FAXにて通知

河川利用者に直接情報提供 警報局（サイレン・放送等）：ダム下流域２５箇所

警報車（サイレン・放送等）：河川沿いに川内川河口まで

情報表示板（ダム情報）：ダム下流の利用の多い４箇所

　2) ダムからの情報提供の現状
　　ダムからの放流情報は、関係機関への通知及び河川利用者に直接情報提供を行っています。



警報車（河川沿い左右岸）

［　凡　例　］
　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　警報局

　　　　　　　　　　情報表示板

　　　　　　　　　　警報車ルート　　　
　　　　　

鶴田ダム下流　：　警報局２５箇所

　　　　　　　　　　 情報表示板４箇所 情報表示板

警報局

警報車

　3)警報局・情報表示板位置図、及び警報車ルート図

鶴田ダム



○情報表示板表示例

鶴田ダム
洪水調節中

放流量

６００ｔ

鶴田ダム
異常洪水放流中
放流量増加中

鶴田ダム
洪水調節後

放流中放流量
７５０ｔ

洪水時（イメージ写真）

鶴田ダム
予備放流中

放流量
３００ｔ

鶴田ダム
洪水調節中

放流量
６００ｔ

洪水時表示内容例

　4) 情報表示板表示例







平成18年度 平成20年度 平成21年度平成19年度 平成22年度 平成27年度･･･

激
特
事
業

激
特
事
業
完

ダ
ム
再
開
発
事
業

再
開
発
事
業
完

洪水調節容量の増設

放流設備の新設

家屋等の外水氾濫の解消(H18.7.22洪水対応)

河道等の掘削

堤防整備

家屋等の嵩上げ

洪
水
調
節
検
討
会

ダム操作のあり方

情報提供のあり方

ダ
ム
管
理
等
へ
の
反
映

河
川
整
備

治
水
計
画

河川整備基本方針

河川整備計画

地域の方々との意見交換

意見集約

河川整備計画に基づく
河川改修事業

平成28年度以降

再
開
発
を
ふ
ま
え
た
ダ
ム
管
理

平成17年度



治水＋発電
（予備放流）

堆砂容量

死水容量

洪水調節容量

発電容量
現放流施設

鶴田ダム

洪水時最高水位

（サーチャージ水位）

75,000千m3

放流設備の増設

堆砂容量

洪水調節容量

鶴田ダム

洪水時最高水位

（サーチャージ水位）

98,000千m3 ※１

治水＋発電
（予備放流）

旧（現行） 新（再開発）

＜夏 場＞

川内川鶴田ダム再開発事業（洪水調節容量の増量）

＜予備放流
容量については
検討中＞

※１：洪水期における最大の洪水調節容量



事業効果イメージ（対象洪水：平成１８年７月洪水）

掘削

築堤

嵩上げ

掘削

築堤

嵩上げ

激特事業後 ダム再開発後現況

河
道
掘
削
等
に
よ
る

治
水
対
策

連
続
堤
及
び
輪
中
堤

に
よ
る
治
水
対
策

家
屋
嵩
上
げ
に
よ
る

治
水
対
策



平成18年７月洪水は、「計画規模を超える洪水時の操作」を行わざるを得ませんでした。

鶴田ダムの洪水調節方法について

平成18年7月洪水における洪水調節について

-

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

4,000

4,500

5,000

流入量・放流量
(m3/s)

130.00

135.00

140.00

145.00

150.00

155.00

160.00

流入量 ｍ3/s

放流量 ｍ3/s

貯水位 ｍ

貯水位
(m)

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

(mm)
0.0

200.0

400.0

600.0

800.0

1000.0

時間雨量 mm

累計雨量 mm

0

500

1000

1500

2000

2500

3000

3500

4000

4500

5000

130.00

133.00

136.00

139.00

142.00

145.00

148.00

151.00

154.00

157.00

160.00

流入量(m3/s)

放流量(m3/s)

貯水位(m)

１８日２１時～２３日１３時までの総雨量は９６９mm
（ダム上流域流域平均雨量）累加雨量

時
間
雨
量

累
加
雨
量

(mm)
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の
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ダムがほぼ満杯となったため、
ダムへの流入量と下流への放
流量を同じにする操作

7/20 22:16
洪水調節開始

今回の出水において、鶴田ダムで約7,５００万m3
（東京ドーム約６０個分）の洪水を貯留し、ダム下流
の河川に流れる水量を少なくして洪水被害を軽減

計画規模を超える洪水時操作へ移行
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平成18年7月洪水における鶴田ダムの洪水調節効果（宮之城地点３７ｋ７００）
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避難、救助活動

観測水位（実績）

鶴田ダムで洪水調節
を行わなかった場合
の水位（推定値）

＜川内川宮之城観測所（37k700m）＞〔鹿児島県さつま町〕

11:00 避難勧告

11:45 さつま町から県へ自衛隊派遣要請

＜ 鶴田ダムで洪水調節を行わなかった場合と比較（宮之城地点で推定） ＞
・洪水調節により最高（ピーク）水位を約1.3m低下させた。

・洪水調節により最高（ピーク）水位に達する時間を約４時間遅らせた。
※なお、洪水調節により最大で約2.5m水位を低下させた。

（T.P.ｍ）

（水位）

標
高

▽

12:00 県がさつま町からの要請を受け自衛隊派遣要請

洪水調節により河川の水位を低下させていた時間帯に、住民の避
難と、役場・消防・警察及び自衛隊による救助・救出活動が行われ
ている。

最高（ピーク）水位に達する時間を約４時間
遅らせた

平常時の河川水位
川内川

［ 宮之城地点 ］

７／２３

断面図

７／２２屋地地区

虎居地区

左岸側
（屋地地区） 右岸側

（虎居地区）
最大で約２．５ｍの水位を低下

※断面図はイメージ図ですが、
家屋地盤高等の標高は現地と
ほぼ合わせています。

▽

▽

鶴田ダムで洪水調節を行わなかった場合の最高水位（推定値）

鶴田ダムで洪水調節をして実際に観測された最高水位

最高（ﾋﾟｰｸ）水位
を約１．３ｍ低下

約4時間
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第１回・第２回検討会の意見及び検討結果について
第１回・第２回検討会の意見及び検討結果について

① 洪水前の更なる貯水位の低下について ④ 下流河川の状況を踏まえた操作について

② 洪水調節開始流量について ⑤ 定率操作の勾配について

③ ダムの段階放流量と浸水被害の関係について ⑥ 計画規模を超える洪水時の操作について

検討会における意見

計画高水位

危険水位

警戒水位

１９日 ２０日 ２１日 ２２日 ２３日 ２４日
０時 ０時０時 ０時０時

川内川水位（宮之城地点）

平成１８年７月洪水
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洪水調節開始予備放流開始

鶴田ダム洪水調節状況

洪水調節終了

予備放流水位
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流入量(m3/s)
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7/22 9時30分頃から水位上昇

7/22 14時40分 計画規模を超える洪水時操作



鶴田ダムの構造

・・ 鶴田ダムの洪水吐は鶴田ダムの洪水吐は、
コンジットゲート：3門
クレストゲート ：4門
です。

・ 発電放流設備は2門です。

ダムの高さ：ダムの高さ：117.5m117.5m

ダムの長さ：ダムの長さ：450m450m

ダム正面図

ダム断面図

ダムの長さ 450m

コンジットゲート

クレストゲート

EL.149.00

EL.146.50

EL.117.96

発電放流管

EL.118.00EL.116.40

ダムの高さ

117.5m
計画堆砂面 EL.115.60



鶴田ダムの諸元（貯水池、容量配分）
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